
保健医療記録共有
全国的な保健医療記録共有サービスの運用により、
複数の医療機関等の間で患者情報等を共有

救急時医療情報共有
医療的ケア児等の救急時の医療情報共有により、搬
送先医療機関で適切な医療が受けられる体制の整備

PHR・健康スコアリング
自社の従業員等の健康状態や医療費等が「見える
化」され、企業・保険者の予防・健康作りに活用

データヘルス分析
NDB、介護DB等の連結解析と幅広い主体による公
益目的での分析

乳幼児期・学童期の健康情報
乳幼児健診等の電子化情報の市町村間引き継ぎとマ
イナポータルによる本人への提供

科学的介護データ提供
科学的に効果が裏付けられた介護を実現するため、
分析に必要なデータを収集するデータベースの構築

がんゲノム
がんゲノム医療提供体制の整備と、パネル検査に基
づく適切な治療等の提供やがんゲノム情報の集約

AI
重点６領域を中心としたAI開発基盤の整備と、AI
の社会実装に向けた取組

2020年度の提供を目指してきた８つのサービス 2021年度以降に目指す未来

※ データヘルス改革の基盤となる被保険者番号の個人単位化や、オ
ンライン資格確認システムの導入についても、これまでの工程表に
則って着実に進める。

※ 審査支払機関改革については、「支払基金業務効率化・高度化計
画 工程表」等に則って着実に進める。

 2020年度までに、データヘルス改革の基盤を構築した上で、８つのサービス提供を目指している。
 その先、2021年度以降に目指すべき未来に向けて、取組を進める。

データヘルス改革の８つのサービスとその先の未来

ゲノム医療・AI活用の推進
 全ゲノム情報等を活用したがんや難病の原因究明、新た

な診断・治療法等の開発、個人に最適化された患者本位
の医療の提供

 AIを用いた保健医療サービスの高度化・現場の負担軽減

医療・介護現場の情報利活用の推進
 医療・介護現場において、患者等の過去の医療等情報を

適切に確認
 より質の高いサービス提供が可能に

自身のデータを日常生活改善等につなげるPHRの推進
 国民が健康・医療等情報をスマホ等で閲覧
 自らの健康管理や予防等に容易に役立てることが可能に

データベースの効果的な利活用の推進
 保健医療に関するビッグデータの利活用
 民間企業・研究者による研究の活性化、患者の状態に応

じた治療の提供等、幅広い主体がメリットを享受
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